
地質ニュｰス429号,62-63頁,1990年5月

�楳�瑳畎敷������弶��礬��

着石1鉱物の反射スペクトノレ1デｰタの公開について

浦井稔')

且｡はじめに

フロンガスによるオゾン層の破壊,炭酸ガスによる地

球の温暖化,気候の変化に伴う砂漠化等,地球全体規模

の環境･資源問題は人類が直面する最大の問題である.

衛星からのリモｰトセンシングは,広域を短期間に均一

に観測できること,繰り返し観測が可能であること等か

ら,環境･資源問題を研究する手段として注目されてい

る.この中で,岩石･鉱物の反射スペクトル･デｰタは

リモｰトセンシングで得られたデｰタを解析するうえで

必要不可欠である.

粘土鉱物や炭酸塩鉱物等は,第1図に示すように可視

～短波長赤外域(O.5μ㎜～2.5μ㎜)に特徴的なスペクトル

を示す.例えば,絹雲母(sericite:第1図の一番上)は1.4

μm付近および2.2μm付近に反射スペクトルの谷を示

す.これは,絹雲母中に存在する水酸イオンの振動に伴

って,特定の波長の電磁波が吸収されるために生じる.

また,カオリナイト(kao1inite:第1図の下から二番目)は,

絹雲母と同様水酸イオンの振動のために1.4μm付近お

よび2.2μm付近の波長で吸収を示すが,その形や波長

は絹雲母とは微妙に異なっている.このように,岩石の

反射スペクトルを測定することによって岩石に含まれる

鉱物を推定することが可能である.

地質調査所では,岩石･鉱物の反射スペクトル測定な

らびに,X線回析法による鉱物の同定や化学分析を行た

い,これをデｰタベｰスに蓄積してきた.その成果の一

つとして反射スペクトノいカタログを出版した(浦井ほ

か,1989).この反射スペクトル･カタログは約80個の粘

土鉱物試料と約30個の炭酸塩岩試料のデｰタで構成され

ている.各試料のデｰタには,試料の記述,0.5μm～2.5

μmにおける反射スペクトル特性,化学分析値およびX

線図析チャｰトが記述されている.その後,この反射ス

ペクトル･カタログのデｰタをデジタル･デｰタで使用

したいとの要望カミ強まったため,反射スペクトル･デｰ
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第1図岩石･鉱物の可視～短波長赤外域における反射スペク

トル例

各反射スペクトノレは重次り合わないように上下にシ

フトした.

タをその表示用ソフトウエアPCSPECとともに,フロ

ッピｰディスクとして公開した(浦井,1989).ここでは,

この反射スペクトル｡デｰタとその表示用ソフトウエア

PCSPECについて紹介する.詳しい内容については浦井

(1989),浦井ほか(1989)を参照されたい.なお,反射

スペクトル･デｰタ(浦井,1989)の入手方法については
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ぐは市東1-1-3,電話0298-54-3733)までお間い合わせくだ

さい.

2.使用した試料

ここで使用した試料は,主に秋田県(八幡平)･岩手県

(八幡平)･宮城県(鬼首)･大分県(豊肥)の地熱地域で採

集された粘土試料,茨城県(日立)･熊本県･鹿児島県の

金属鉱床地域で採集された粘土試料,米国C1ayMin-

era1sSocietyが提供する標準粘土試料,および,茨城県

･福岡県(平尾台)の石灰石鉱山で採集された炭酸塩岩試

料であり,その他に,国内の代表的粘土鉱山や北鹿の黒

鉱鉱床周辺の試料も若干含まれる.

3.測定の概要

反射スペクトルの測定には,GER(Geophysica1Env,

ronmenta1Research)杜IRIS(InfraRedInte11igentSpec-

troradiometer)スペクトロラジオメｰタを使用し,二方向

性反射係数(bidirectiona1re且ectionfactor)を測定した.

光源にはタングステンランプを,標準反射板にはKodak

杜のBaSO{塗料を高粘度スプレｰでアクリル板に吹き

付けたものを使用した.化学分析は試料の一部を粉末化

してカナダChemexLabs杜に依頼して誘導結合高周波

プラズマ分光分析法(ICP)等によって主成分分析を行っ

た.化学分析値から五十嵐(1984)の方法を使用して粘土

ノルム値を計算し,その結果を記述した.五十嵐(1984)

の方法は,曹長石等の30鉱物を対象に行われる.このた

め,試料申にこれら以外の鉱物が含まれている場合は,

この30種の鉱物のどれかに誤認される場合があるので注

意を要する.X線図析は,化学分析のために粉末化Lた

サンプルを理学電機(株)製のX線回折装置(RAD一･A)

を使用して不定方位で行った.X線チャｰト(フロッピ

ｰディスクでの公開には含まれていない)の解析はあらかじ

め用意Lた数種類の標準X線チャｰトと重ね合わせるこ

とによって同定する機械的作業にとどめ,詳細な解析は

打っていたい.

4｡表示ソフトウエアRCSREC

表示ソフトウエアPCSPECは,公開されたデｰタの

全てのデｰタを表示することができる.表示内容は反射

スペクトル.カタログ(浦井ほか,1989)の内容とほぼ同

一であるが.X線チャｰトは表示されない.PCSPECは

以下のハｰドウエア･ソフトウエア環境で作成された.

従って,PCSPECは以下のハｰドウエア･ソフトウエア

1990年5月号

環境があれほ十分動作するが,これが満たされたい場合

でも動作する可能性はある.
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5.公開されたデｰタの形式

反射スペクトル･デｰタおよびPCSPECは2枚の5

インチ2HDのフロビｰディスク(MS-DOS形式)で提

供される.これには以下のファイルカミ合まれる1

PCSPEC.EXEPCSPECの実行形式プログラム

PCSPEC.BASPCSPECのソｰスコｰド

PCSPEC.CNT試料の記述,化学分析値およびX線

回析結果のデｰタ

*.WVLスペクトル･デｰタの波長部

*.REFスペクトル･デｰタの反射強度部

ただし,X線チャｰトのデｰタはアナログデｰタであっ

たため,フロッピｰディスクでの公開に含めたかった.

6.おわりに

1992年に日本初の地球資源衛星1号(JERS-1)の打ち

上げを控え,岩石･鉱物に関するスペクトル特性への関

心が高まっている.ここで紹介Lた岩石･鉱物の反射ス

ペクトル･デｰタが,これらの環境･資源間題等の研究

に役立てば幸いである.
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